








LMV は 1921年 Jaggarが 戚初にレタスのモ rJ:(ク蛸として .別 荘してより,数与くの
研究･裾 ●.'･が 見られる (NewhalL1923,Brandenburg 1928,Ogitvie1928.〔)gilvieetal.
1935)が,その病原は 1939年 AinsworthandOgilvieによって初めて LettuceTnOSaic
virusと命名されたものである.このウイルスはレタスに広 く発JLL,その丘要病胃とな





材 料 と 方 法
供訳ウイルスは和歌山州御坊市で採J!･したエソ f′ゥから分断したものである.-1/ Fウ
における病故は,同版 I-1に見られるように,小退色蛸′在TQlよび葉脈透明症状であった
これから分離した病原 ウイルス (分離番号,69-058)は汁液峻掛 こ1ってレタスおj:び仏
同大莱エソ ドゥに柿え縦いて維持したものをほ柄源として供試 した.
汁液推称はカーボラ,/〆ムを用いた常法に1って行なった,寄生牡の試駅で無病敢およ
び病微小明確な1拍物における感瀧の有無は 峻価柴で は 10-15日後,上薬では 20-25日後
に Chenof'odl'umamaranticolor,C.quinoa.L,_JJス.lt=ソニチ J ウたどの榊 如こ),iL接稚
して仰二かめた.






物件性.1ついては テl液松帆 こよって 雅柿し,純鉄の明瞭な ?`.Jいレクスの掛こ]Ol;'7･Tra-V)
0.oIM リン舵緩師液 (pH7,0)Ii-1uLI.･iて射 砕L,3,000rpm.10'/JYEH遠心分離 LfJ/-I.J,L'
用い常法によって試映した.検定植物には C.amaraniicolorを用い,6枚のは梅酢ニJI
じた局部病妹数を3.1ベ, 1発､tうりの平｣瑚両班教を節HJ.した.
純子伝染の黒.P,'Rでは目敏搾取 こJ･-,て削 ,iしたレ/jスから1東邦 したもU)I,AITt,11右.什 亡殺
菌-1･.堺に肺和し,幼苗の発1ilji･鈍1';iIした.




実 験 結 果
1. 寄主範囲およひ感染植物の病徹
す1液按純を行なって 調べた結果を 第 1舟 こノ｣.;した.本ウイルスの-ifモ穐Elflは 1ヒ棟的狭
く,感染が桂こった主fL榊 勿とその捕徴!,エ次のようであっ[=,
レタス- ウェ7ヘット:接補輩に病故を現わさなかったが,上j掛二は納め比鞍的はっき
りした葉脈通化を生 じたのち,モザイクとなった (I;4版 I-5,6).ときに葦辺部にえそをお
こして全体的に"jL'化し.萎縮するものも見られた.
レタス一二ュ-ヨークおよび グレイ トL,イクス : 初J捌両級〝)盛脈適化は比帳的頼かっ
たが,のち 川1瞭なモザイク斑を′L=_じて,胡化も見られた. 推称薬にはときに径1-3mm
の淡いえそ輪紋の局,W病Bfが形成 された.




朋札 鼎沖醸摩, 剛 LE漸ノT,真価網 札 オランダ, 卿 It遠州五号,7ルjJl-マン,ウス
ィ,および PerfectedWalesの16JT.倭はナ てヾ感受椎であったが.八雲およびサランタ
の2品鍬 工比較的ほっきI)した 退色臥左よりなる･t･-り-1'クをJホ し (剛加工13,4),准同大
_莱,其価附姫および恥津瀬戸などの品秤は病軌か小材 ､1た.









ると過Cl研点 の).7川 が紅色のIIGi紋として城 っr=_全身感放し,洋 2-311m のjlT州が/吉け
34 I."J'1㌢/Jr'Jt
た退色轍′r､':r､を坐 して-巨.j-イクとな り,葉の発育が やや 不良であった (図版 Ⅰト5).退色旅
点の･Tl心にえそ臥 rLを牛ず るJU)も比られた.
セソニチコウ : 接種薬に灰白色のえそ輪紋を 生 じたが, 嫡斑は 2享巨のものが-Ji,か った
(図版 H12).病班の中心は初めあを色でのち ,Alt紫色化 してきた,全身感染は しなか 一,た.
ヒヤクニチソウ:接都築に柄淡は見られなか った. 全身感狼 し,Ur紫に 初め柴脈透 化
を 生 じ (図版 II-6).軽いモザイクとなったが,のち ･tザ イクは めだたな くな った.一時
病徴の出別がマスクされたが,その後に発生 した新築にはlTj-び病徴を現わ し,薬の収部に
モザイクをニトじた.これ も薬の成熟 とともにマス クされた.
ツルナ :接相乗が讃化す ると緑色の斑ノ!IT'j71残 り.ときに緑色輸点 となるものもあ った.
7スター :全身惑梁 し,初め退色珊′･.▲tI.を′卜じ,0)も淡いモザイクとなった(図版 IL3).
JIxT,llJi エソドゥから分稚さhた LMV の'.b'j=.稲畑
全Jj.嘘.恥帖物
キ ク 科 レ iL ス (M), ヤ～'ル .ー1･1-7 (m), ヒ十ク二チノウ (M),
エ ソギ ク (M), キ ンセ /め (1･lL), シ ュ ン ギ ク (lat),
ノボpi'〃 (m). オ ニ ノゲ こ.I'111), 1)ユウセノサイ (M).
マ メ 科 .ソドゥ (CS,rn), スイ トL･O- (Jaモ)
アカサ村 C.quinoa(CS). C.amarantJLnlor(Ct=1),ホウレソソウ (m)
局部感触机物
7カサ千十 ア T)/jソウ (lTS)
ヒ ユ 科 七ソ-j-コウ (NRS)
ツルナf;l- ツ ル ナ (Y-GS)
非岱敗組物
グノごつ(Samsun.WhiteBurley),NwotlanaruStlCa,N.glutinosa,Daturast7'amOnium,
トマト.tl'--.･ソ, ソ` ;/､, コギク,ヒナギク,とてワT).コポウ,コスモス,/ロムシヨケ
ギク,キュウリ,スイ1),カボチャ,七イヨウノ)ホチャ.-I+.Tヵポチ1,,7タンソク,サ ト
ウタイコソ,-クサイ,キ十ペソ,タイコソ. コtJJ7, コマツナ,カーネーノヨソーヒノコ
ナチ､ノコ,r17スレナクす,ソラて J.イソJr'/, アズキ,ササゲ, リョクズ,レンケ,レッ
トクロバー.ク1)ムソングロ/く-,アルサイククp--.タイス.ノ､ブソウ, トウキロコン,
コムギ,ゴマ
( )内は病微を示す M:モサイク1礼 m:怖いモザイク弦, 1at:柵 r弓彪感淡,
CS:退色H,烏, NS:えそ耶 点, lTRS:えそ輪紋, YIGS:_祭が;･'ilLL
鮎Ci】札貴を残す.
2. 伝 搬 方 法
(a) 機械的伝搬
汁液頗機に よって容馴 こ移され る
(ち) 77ラムシ伝棚
獲得吸汁時間 絶食 モIt7力7プラムシを病柄物に 1分,lo牙,1時札 4時間および
24時間おいてn)1汁 させたのち,それぞれをPLt全 L,/jスに移 して24時間吸汁 させ ,発病の有
無を調べた,その結果は第2表にTLこす,
7プラムシは病植物を 1分間J吸日す ることに よって.)イルスを獲得 し,伝搬 した.
56yL_i(1977) 35
接種吸汁時間 絶食モモ7力7プラムシを 病帆物上で 24昨糊姓得l扱け させたの ち,
紺全 レjLスに移して 1I)JL,｣O分,=l刷 J,/1日刷lJおよび 24時仙接純吸71さIu･,御 lilU)イ拍〔
を調べた.その精巣は第 2蓑に示す.アブラムシはいずれの接種吸什時間でもウイルスを
巨鞘 した.




ウイルスの伝搬能力保持時間 絶食そモアカアブラムシ,irJ病刷物 Lにおいて 1分間獲
fLJt吸ilさせた0)七',他全レ/jスの幼rI'TLC二移し,24ft!1-J川仙 二1lul次新 しいl-tl(･二移 しかえて､ウ























ェア- ッ ドの種子伝染 した病
棟から採種 した顕子狛 1fび播






対 Il.(:1 迎 '(■IlLi･Ll嶋 閃
酎上地汁リ湖了 (陛J7I虫) 1分 10分 1仲間 4時間 241t.'欄
0'9 6/9 4/9 0/9 2/'9 1/9
対 .l.li は 仰 吸 汁 時 間
推称.･Jl汁･iZ放 ((51-r令虫)1分 ]0/'11仲間 4r'洞 24時制
0/6 1/6 1/6 2/6 2′6 3/6
iJi柚物 1/JJ.姥稚RILl物1分のl.ER汗




tL;搬 能 力 欄 令血) 川 2日 3日
保持仰rl排)3gJri





.7..㌧ 純 朋Itl'fl'放 免病術数 純子伝染ヰ(%)
クエ7へ ノト 1031 8 0.78
ウェア-I/トーt 526 2 0.こう8
ニ _L一 三L- ク 5し16 29 48'I
4=Wlf-(i,染附二者.Jリ三したfL･r･了
J.'t'了･TTr"Il;
第･IJl- Jこ</ ドゥか ｢,I/梢(さ～t/iLMVの物理什
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'l:I子の長さは第1同に見られるよりに約 750nm て,帖は約 13nm であった:.
5. 病葉超薄切片の電子顕微鏡観察
本ウイルスに感染したレタスおよびエソドゥの典の超滞り)片をP.電子uA一軟鉄親祭した.そ
の結果は,周版 HI12.3に 見られるように,釧職質内にウイルス粒子 および 封入体が認
められた.この封入体の切片像は pinwheeLbundleおよび plate状であった.pinwheel
の分枝は軌1抽 ミ少なくて放別状のものが多く,各分枝が2軒かこなっているLのもよく認め
られわ. これらの細胞所内封入体の破J日工DN法試料にも観禦され,そ州 二は 線Rt耶南約










エソトウから分赦された本ウイルスは長さ約 750nm のひも状粒子で,汁絃および 77
ラムシによって伝搬されること.裾]=他州が比較的狭 くレタスに全身感放し,都子伝染か
I,よられること.感某的物では 湾‥11の少ない Pinwheelなどの 細胞質的封入休が 形成され
ることなどの詔牲状7)Mj]らかにさわた,わが周ではエソドゥから怜出されるウイルスとし








3椛に局部懲架が見られたが,ナス科,ウリ科, 7 /ラナ科,イネ科およびマメ科のソ /ー
マメ.イソケン,7ズキ,ササゲ,タイスなど9科42塵の供試植物には 寄生性が見られ
なかった,木ウイルスの これらの裾ノL=件は Ainsworthら (1939),小宅 (1961)および









であった (Ainsworthら 1939,Fry1952,小室 1961)のに対し,本ウイルスは 不活化
温度では55-60oCて一敗したが,前釈限度が500-1,000倍,保7調蔓度が4-8E]であっ
た.

































エソドゥにごく普通に発/r:す 乙～L,のであるとは考えられないカ1;.エソドゥは LMV に感
受性であり,しかも抵抗性山髄が知られていないといわれるのて,エソドゥ叔培地の近く
にレタスなどに発生する LMV の伝染源が あり,しかも本病の媒介虫が 多発/生するよう















った.また 磁子伝染が 認め られ, レタスの ウェ7- ットで 0.8%, ニューヨークで 4.9%
の発柄か見 られた.ウイルス粒子は長 さ約 750nm のひも状であった.柑汁液小の不活化
限界は,耐鮒 Jt55-60oC.耐希釈性 500-1,000倍,耐保存性 4- 8FIであった,
柄薬の表皮細胞には Ⅹ体 の形成が 見られた.病葉の DN法試料には 封入体の破片か認
め られ,それには線間隔約 5nm の平行敵視微細構造が 観察 された.また病薬糾租の逓鞘




























J｢卜忠リ1 1973 細胞男山封入体からみた beanyelow mosaicvirus.雌羊研究 54:]55-171.
井l･,L湖 ル ト成(良 1963 7j/t的モザイク捕 ウイ/レスのFl.3'jt-旭物ウイルスの')招け学的(91兆
7k酢古f用l結合-fdf'/Jt.Hfi和37年成紘一げf糾 pp.23-45(謄写刷).






･｣､宝俳鮒 】956 チシャ ･モザイ クウイル -/.痛についで 口細頼経 20:175.
小室頗軌 】961.わがl=qtこおけ るレLJ'7,･モザイ ク病 ウイルスの-存在.1ヨ仙痛報 26:1991205.























2-L LMV による-/ドゥの今身柄GJ/:ilCl瓜 .Tr.よ>'J七lJ'(ク
2:仏開大嵐 3:ナ ウ ソ J, 4:/u÷
5.6. LMV :こJ:るレLjス (ウェ7- ット)i/)t身柄絶 :モザ イク
lbt学 研 ')JtL
1.LMV の磯子伝弛した L/タス (ウェア- ノr)の柄故 :モザイク
2.LMV による七ソニチコウの局部病雄 :えそ輪紋
3.LMVによる-ゾギクの全身病敢 :淡い退色斑
4.LMV による C.amaranlicolorの局部病斑 :えそ仇点
5,LMV による C.quinoaの全身病故 :J娃色扱
6.LMVにJ:ると十クニ子ソウの全身病政 :淡い腰脈透化
7.LMV 感染エ-/トウ月度鮒胞に見らわらⅩ体 (×1,800) N:核,X:X(心
? ???? ????
LliJ柄 In
? ;-.F ∴ ,i,_:-i,.守 .:__ i.; .竺 雲
轟 幽 鑑 掛 宣 -




I. -I/ドゥかIlJ分離さJlLLMVのウイルス柁=f(DN法談や､L) (スケール :200nm)
2.3,1.MV 椛病レタス .難･の雌紳切目に 札られる封入体
1.PTA淡色に1/JDN法試f仲 に見らjJる卦人体 (スケール :50ntTl)
曲 ･羊研 究
